
 徳島県木材協同組合連合会（県木連）は、木材業を営む皆さんをサポートするため、様々な取り組みを

行っています。 

需要促進として「徳島すぎ」丸太から生産される割柱など、銘木材の県外市場への販路開拓への取り組

みや、産学官が連携した木材需要開発、さらには「産地認証」や違法伐採対策としての「合法性の証明」

のための制度を確立し、県産材のブランド化図ってきました。 

 また、寄付活動や森林整備活動等の実施など、積極的に地域貢献活動を行っています。 

今後もウッドファーストの社会を目指して徳島県の木材産業の振興と木材需要の促進を図っていきます。 

令和４年度優良モデル組合事例の紹介② 

 

木の良さを伝えたい！ 

「木材産業の振興」と「木材需要の促進」を目指します 

 
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

≪組合概要≫ 

主たる業種   製材業、木製品製造業又は木材業 

組合専従者数  ４名 

組合員数   １８   賛助会員数   １５ 

組合員の資格 製材業、木製品製造業又は木材業を資格事業 

とする協同組合及びその連合会 

設立年月日  昭和５２年３月２３日 

設立後の経過年数 ４５年 

出資金    ４８６万円 

事業内容  

 ① 所属員の取扱品の共同検査 

 ② 所属員の事業に関する経営及び技術の向上または組合事業に関する知識の普及を図 

るための教育及び情報提供 

 ③ 会員に対する事業資金の貸付け(手形の割引を含む)及び会員のためにするその借入れ 

 ④ 所属員の経済的地位の改善のためにする団体協約の締結 

 ⑤ 所属員の福利厚生に関する事業 

 ⑥ 所属員のためにする共同宣伝 

 ⑦ 前各号に付帯する事業 

 

 

組合事務所外観 



 

１．組合等設立の背景と目的について 

徳島県は、古くから木材の生産地として知られ、製材や木製品工業は徳島県の基幹産業と

して重要な位置を占めてきました。しかし県下で全体をまとめる組織がなく、業界団体とし

てまとまって、主体的に活動する組織が必要とされました。当連合会は昭和５２年３月に徳

島県の木材業界における各協同組合によって設立され、以来「木材産業の振興」と「木材需

要の促進」を理念として、各種事業を行っています。 

 

２．組合の沿革 

昭和５２年 ２月  創立総会 

昭和５２年 ３月  中小企業等協同組合法に係る設立認可（徳島県） 

昭和６１年１１月  山と木とみどりのフェア開催 

平成１２年１１月  徳島県中小企業団体中央会会長表彰 

平成１８年１０月  徳島県木材認証機構設立 

平成２２年 ９月  全国木材検査研究協会第３者検査機関登録 

平成２７年１１月  全国中小企業団体中央会会長表彰 

平成２８年 ３月  とくしま木づかい県民会議創立総会 

平成２８年 ～    とくしま木づかいフェア開催 

平成２９年 ８月  四国遍路八十八ヶ所霊場への木製ベンチ寄附活動 

令和 ３年 ７月 「低層建築物（住宅等）における効率的なサプライチェーンの構築支

援事業」に採択 

令和 ４年 ８月～ 徳島県サプライチェーンマネージメント推進フォーラム開催 

 

３．共同事業の実施体制（役割分担）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

総 会 

理事会 監 事 

事務局 

理事長１名 

副理事長７名 

専務理事１名 

役員会 

理事２２名 

組合員１８協同組合、賛助会員１５ 

専務理事含む４名 

３名 



 

４．共同事業等の取り組み内容 

 徳島県木材協同組合連合会は、県内木材産業の振興と木材需要の促進を理念にかかげ

各種事業に取り組んできました。 

（１）「徳島すぎ」の県外市場への販路開拓と生産・販売振興 

２度のオイルショックの影響で景気が後退する中、住宅着工戸数が極端に落ち込み、 

深刻な木材不況になった時には、木材需要の減少による供給過多で製材業等で転・廃業

が相次ぎました。その際、当連合会は徳島県とともに業界を付加価値産業へと転換を図

るため国や県の融資事業の実施に努めました。一方、需要促進として、良質の「徳島す

ぎ」丸太から生産される割柱など、銘木材の県外市場への販路開拓に取り組み、また足

場板製材からなる「徳島すぎ製材同友会」の事務局としてその生産・販売振興に取り組

みました。 

 

（２）県産材のブランド化 

    また平成３年度には、明石海峡大橋の開通をにらんで策定された、3000 日 

島戦略「県産木材住宅供給システム」基本構想に基づき、当連合会の組合員と 

の調整を図り、産学官のシステム開発支援を行ってきました。そして平成１ 

８年には、当連合会と徳島県森林組合連合会及び学識経験者で組織する「徳 

島県木材認証機構」を発足させ、「産地認証」や違法伐採対策としての「合法 

性の証明」のための制度を確立し、県産材のブランド化図ってきました。 

 

（３）木材のサプライチェーン構想事業の実施 

   令和３年度には公募事業「低層建築物(住宅等)における効率的なサプライチェーンの

構築支援事業」に採択され、想定外のウッドショックに対応するため、林業、木材産業、

木造住宅関係者らによるサプライチェーン推進フォーラムを開催し、関係各所と課題解

決に向けて検討を進めています。 

 

（４）木の魅力や県産材の利用促進・PR 活動 

近年では、徳島県が全国に先駆けて制定した「徳島県県産材利用

促進条例」や「林業プロジェクト」などに対応する推進母体となる

「とくしま木づかい県民会議」の事務局を務め、林業・木材産業か

ら建築、家具・建具、子育て、教育、商工団体まで県民総ぐるみで

木材利用を推進する体制を構築しました。当県民会議においては

「木づかいフェア」を開催するほか、講演会の開催や優れた木製品

や活動等を顕彰する「とくしま木づかいアワード」を実施していま

す。 

 

 

徳島すぎロゴマーク 



また Instaglam をはじめとする SNS や徳島県木材協同組合連合会の youtube チャンネ

ルを開設し情報発信することで、木の魅力や県産材の利用促進 PR を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．社会貢献・地域貢献について 

四国遍路八十八ヶ所霊場への寄附活動 

四国遍路八十八ヶ所霊場に木製ベンチを作製・設置しました。この活動は四国四県の

木連である「徳島県木材協同組合連合会」「香川県木材協会」「愛媛県木材協会」「高知県

木材協会」の合同で行われ、2017 年 8 月 1 日に第七十四番札所「医王山多宝院甲山寺」

にて木製ベンチ設置式が執り行われました。四国の県木連が共同で企画した初の試みは

メディアの注目を集めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．組合設立・組織化の効果・メリットについて 

 当連合会は昭和５２年３月に徳島県の木材業界における各協同組合によって設立され、

以来「木材産業の振興」と「木材需要の促進」を理念として、各種事業を行ってきました。

YouTube 動画  

「木づかいフェア 2022」オープニング 

wood_of_tokushima 

徳島県木材協同組合連合会 



これまで長い事業活動の中で、多くの厳しい経営環境の変化があり、それらに対応して中小

企業が経営基盤を強化することが求められてきました。協同組合、そして協同組合の集合体

である連合会を組織することで、企業同士が連携し、それぞれが保有するノウハウ、経営資

源を補完し合うことができるという点が組織化の効果といえます。 

また、「共同で新たな技術を習得する」「共同でイベントを開催して地域の人々等と連携を

深める」「研修会を開催して組合員の人材の育成を図る」等さまざまな事業活動ができると

いうこともメリットです。 

 

 

７．今後の方向性について 

当連合会は、理念である徳島県の木材産業の振興と木材需要の促進を引き続き図ってい

きます。今後も徳島県が実施する木材産業の活性化に向けた各種施策に呼応し、首都圏・海

外での県産材の販路開拓を実施するとともに、徳島県サプライチェーンマネージメント推

進フォーラムの開催や「とくしま木づかい県民会議」による「木づかいフェア」を開催し、

県民に向けて木の良さや県産材の利用拡大を発信するなど普及啓発を行っていきます。会

員・関係機関と密接な連携をとり、各種事業に鋭意取り組んでいきます。 

 

 

８．中央会を利用して良かった点 

・運営上の課題について、いつも丁寧に適切に対応していただけること 

・中央会の幅広いネットワークでセミナー等の講師や課題に応じた人材を紹介してい

ただけること 

 

９．中央会担当指導員のことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

徳島県木材協同組合連合会は、事業として木材利用の推進をするだけで

はなく、各ＳＮＳを活用して徳島県産木材の魅力を積極的に発信されてお

り、より多くの方に知ってもらい使ってもらうということを大切にされて

います。徳島木のおもちゃ美術館をはじめとした施設や木づかい県民アワ

ードなどのイベントで、実際に木と触れて身近に感じる機会が増えてきた

ように思います。 

また、当連合会の方々はもちろん所属組合の方々からは、木材の様々な

用途や知識、徳島県産木材の素晴らしい魅力をお聞きする機会が多く、そ

のときの表情がとても生き生きとしているのが印象的です。木と同じく、

林業・木材産業に携わっている方々の真の強さと心の温かさを感じます。 

 皆さんも未来の森を守る第一歩として、まずは当連合会の YouTube や

Instagram をぜひご覧ください！ 

 

沖津主事 



 

 

 木を想い、人の暮らしを想い、１００年先の森を考え、徳島の林業、木材産業の振興と発展に尽力して

参ります。 

 木材は育った時間よりはるかに長い時間、建築物でその生命を保ちます。徳島の気候風土で育った徳島

すぎが、徳島の街づくりにお役にたてるよう、また木材の良さをさらに認識していただける活動を続けて

参ります。 

連合会代表者（役職・氏名） 理事長 松田 功 

住所  徳島市津田海岸町５番１３号 

ＵＲＬ https://awa-kenmokuren.com/ 

電話番号  088-662-2521 

ＦＡＸ番号 088-662-222４ 

 

組合 PR 


